「ほほう、 そんな ことがあった のか。 僕 は 知らな かつ 

たね」 

「勿論そう だろう。 おれ だって、 昨晚 それ を 聞いて 始 

めて 知った ばかり だ」 

「白木、 君 は 昨夜、 どこに 居た のかね」 

「昨夜 は、 ドイツ 軍人と その 第五列との 秘密 集会の 席 

にいた よ。 —— さあ、 夕方まで、 まだ ちょっと 時間が 

あるから、 おれ は エミリ ー の 酒場に 敬意 を 表して くる _ 

じゅう ほうてん 

そうだ、 それから プリ 銃砲 店に 寄って、 倉庫 探しの 結 

果を 聞いて くるから ね」 

「倉窜 探しと いうの は、 何の ことかね」 



上機嫌 だ。 

「や あや あ。 迎えに 来て くださる という 話の あつたの 

は、 貴女が たでした か。 ネリ— も 意地悪 だな あ。 だつ 

て、 お婆さんが 二三 人 迎えに 出る かもしれ ない といつ 

たんです よ。 はは はは、 まさか こんなに 花の ようにう 

つくしい お嬢さん 方に とりまかれようと は 思わな か つ 

たな あ。 ネリ ー のいた ずらに うまう ま 一杯 ひっかかつ 

,1 こんだ。 まま まま」 

「ネリ ー なら、 ゃリ そうな ことです わ。 ところで どち 

に ひょうはくしゃく ろくしょう だんしゃく 

らが 二 俵 伯爵 で、 どちらが 六 升 男爵で いらっしゃ 

いますの」 



話が 妙な 方向に それた。 私 は 音叉の 話な ど 初耳 だ。 

白木 先生の 奮 図 を はかり かねながら、 私 は 黙って この 

対話に 耳 を 傾けて いた。 

「侯爵 さま は、 いい 声の 人 を 探し出す ために、 ああし 

てた えず 音叉 を 鳴らして、 話し相手の 声 をお しらべ に 

なって いたんで すって、 そんな 話 を、 お聞きに なり ま 

せん？」 

「私たち は、 お嬢さん がた ほど 信用がなかった のか、 

それとも 私に 音楽の 素養がない と 思って か、 侯 は 私た 

ちに は、 そんな 話 をし ませんで したね。 いつもす る 話 

は、 酒と そして …… いや、 よしましょう、 そんな 話 は- 



「これ は、 ドイツの 諜報機関の 責任 ある 報告で、 フ リツ 

ッ 将軍の サインまで つ い ている から 間違いな しだと 

思って いい。 実は、 メント —ル侯 は、 既に ドイツの 第 

五 列の ため 捕えられ、 あの 程度の ことまで は 白状した 

ん だそう だ。 しかし、 それから 奥の ことに ついては、 

侯 は 一切 口 を 緘んで 語らない ので、 ドイツ 側 じ や、 業 

を 煮やして いるら しい。 この 島へ も、 ドイツ 側 は 上陸 

して、 なるべく 人目に たたない ように 城塞へ 入り込み 

いろいろ 調べ もした が、 ついに 宝 探し は 徒労に 終った 

ん だそう だ。 それに この 島 は 今のところ、 民主国 側へ 

こ < さ いと ラ 

も 枢軸国 側へ も はっきり 色 を 示して いない 国際 島なん 



だから、 行動 をと るに しても、 万事 非常に やりに くい 

んだ。 そうでなければ、 あの 鼻息の 荒い 連中が、 われ 

われの 前へ 頭 を 下げて くる in がない」 

あきら 

白木の ことばに よって、 私に は、 だんだん 事情が 明 

かにな つてき た。 そして、 これ は 今までに ない 重大 任 

務 だと 思った。 

「じゃあ、 いっから あの 城塞へ 入り込む つもり かね」 

と、 私が 訊く と、 白木 はどうし たわけ か、 唇まで 持つ 

ためいき 

ていった 盃を 呑み もせずに 下に 置いて、 大きく 溜息 を 

ついて、 

「明日 だ。 ひょっとしたら、 遅す ぎる かもしれ ない が、 



メント —ル 侯の 居間 は、 幾度 も 秘密の 闖入者の ため 

に 捜査され たらしい が、 遂に 一 物 も 得なかった という。 

だから、 宝物 はま だ 安全に、 そこに 隠されて あるの だ 

と 思う」 

ためいき 

「ふ— ん、 心細い 話 だ」 私が、 溜息 と共にそう いうと、 

白木 は 何 を 感じた か、 私の 傍へ つと 寄り、 

「おい 六 升 男爵。 そうお 前さん のように、 何から 何 ま 

で 疑い深く、 そして 敗戦 主義に なつち や 困る じ やない 

か。 始めから そんな 引 込 思案な 考えで いっち や、 取れ 

る もの も 取れ やしないよ」 

「そうか しら I 



一団が、 私たちの 視界の 中までの ぼって きた。 

それ は 五 人ば かりの 一 団 だった。 

せんとう か 

先登に 龃け あがって 来た 娘の 顔 を 見て、 私の 心臓 は 

少し 動悸 をう つ た。 それ はバ ー バ ラ という 非常に 日本 

人に 近い 顔立ちの 娘で、 昨日から 私の 目について、 

ぼうきょう びょう 

望郷 病ら しい もの を 感じさせられた のであった。 

「ずいぶん、 足が 早い のね」 

と、 バ— バラ は、 他の 四 人 を ずん と 抜いて、 私たち 

の 間に 入って きたが、 そのと き あたり を 憚る ような 

こごえ 

小声で、 

な 、1 しょ 

「これ は 内緒よ。 気をつけな いといけ ない わ。 この 村 



「まあ、 そう あわてるな」 

「あわて はせんが、 無駄に 時間 をつ ぶすな」 

「ふ— ん、 やっぱり あの 蓄音機ら しい ぞ」 

私 は、 この 部屋に 於け る # 一の 目ざわりな 新時代の 

道具と して、 さっきから 卓子の 上の 蓄音機に 目 をつ け 

わき 

ていた。 そこで 私 は、 傍へ よって、 蓋 を あけた。 

「おお」 

うな レ n— ド 

私 は 呻った。 蓄音機 は、 最近 誰かが 音盤 を かけて 鳴 

まこ リ 

らしたら しく、 廻転 盤に は 埃 のた ま つ ている 上に、 指 

の 跡が まざ まざつ いている のであった。 そして 針が あ 

たりに 散乱して いると ころから 見て、 この 蓄音機 を懸 



音盤 を 入れる 羊の 皮で 出来た 鞠が、 小^ f 子の 上に 

のって いた。 その 中 を 調べて みると、 音盤が 十 枚 ほど 

入って いた。 私 は その 一枚 一枚 をと りあげて ラベル を 

見た。 

これ はいずれ も 英国の 有名な 某 会社 製の もので あつ 

て、 曲目 は 「ホ— ム • ス\ — ^ホ— ム」 とか 「英国々 

つ ぅぞ く 

歌」 とか 「トロイ メ ライ」 とかいう 通俗な ものば かり 

であった。 

私 は その 一枚 をと つて、 蓄音機に かけて みた。 ヴィ 

しじゅうそう 

ォ ロンセ 口 を 主と する 四重奏で、 美しい メロ ディ ー が 

とび 出して 来た。 聴いて いると、 何だか 眠くなる よう 



「口— レ ライ」 に 「ケ ンタ ツキ 1-ホー ム」 に 「セ レナ— 

デ」 に …… と 調べて いったが、 私 は 大きな 失望に ぶつ 

かった。 期待して いた 最後の 二 枚に も、 遂に 何の 異状 

もなかった。 暗号ら しい ものの 隠されて いる 徴候 は、 

一 向 発見され なかった ので ある。 

「そんな 害 はな いんだが …… もし、 蓄音機が 暗号 に 無 

てが か 

関係 だとす ると、 これ はもう 簡単に 手 懸りを 発見す る 

こと は 不可能 だ」 私 は 失望して、 白木の 方 を 見た。 

白木 は、 はっと 身 を ひいて、 壁に ぴたりと 身体 をつ 

けた。 又 銃声と 共に、 彼の 傍の 窓 硝子が 水の ように 飛 

び 散った。 



と、 こんど は 白木が ひらりと 身 を 翻 して 床の 上に 

腹 匐い になる と、 例の 機銃 を 肩に あてて 遂に 銃声 はげ 

しく 撃ち だした。 私の 身体 は、 び ー んと 硬直した。 

「おい、 まだ かね、 まだ 発見で きない か」 

白木 は 叫ぶ。 私 は、 はっと 吾れ に 戻った。 

「うん …… もうす こし だ。 頑張って いて くれ」 

私 は、 心ならず も噓 をつ かねば ならなかった。 私 は 

あきら 

全身に 熱い 汗をかいた。 ここです ベて を 諦めて しま 

えば、 これまで ここに 入リ こんだ へ ボ 密偵と 同じ ， J と 

になる。 私の 頭の 中には、 蓄音機 や 音盤 ゃモ— ルス 符 

そうまとう 

号 や メント —ル 侯爵の 顔 や 島の 娘の 顔が、 走馬灯の よ 



うにぐ るぐ ると 廻る。 

「何 か あるに ちがいな いの だが …… 」 私 は 室内 を ぶら 

ぶら 歩き はじめた。 それから 心 を 落ちつけ、 目 を 皿の 

じ ゆ -っさ 

ようにして、 室内の 什器 を 一 つ 一 つ 見て いった。 その 

間に、 白木の 撃ち だす 銃声が、 しきりに 私の 心臓に 響 

いた。 

「あつ、 これ かな …… 」 

だんろ 

私 は、 思わずそう 叫んだ。 暖炉の 上に おいて ある 音 

叉 をと りあげた。 それ は 非常に 振動数の 高い もので、 

ガ ー ンと 叩いても、 殆んど 振動 音の 聴えぬ 程度の もの 

だった。 しかし その 音叉に も 別に 異状はなかった。 



「これ も 駄目 か。 が —— 、 待てよ」 

おんさ 

そのと き 私 は、 メント ー ル 侯が、 いつも 音叉 を もち 

あるいて、 相手に 歌 をうた わせながら、 音叉 をぴ ー ん 

ひ 力た. W 

と 弾いて 耳 を 傾けて いた こと を 思い出した。 と 同時 

に、 私 は 一種の 霊感 ともいうべ きもの を 感じて、 再び 

蓄音機の 傍に よって 音盤 を かけて みたので あった。 

蓄音機 は 再び 美しい メロ ディ— を 奏で はじめた。 I 

そば 

I 私 は、 その 傍へ 音叉 を 持って いって、 ぴ ー んと 弾い 

てみ た。 蓄音機から 出て くる 音楽と、 音叉から 出る 正 

たがい かんしょう 

しい 振動数の 音と が 互に 干渉し 合って、 また 別に 第 

しゅ いよう うな 

三の 音 —— 一 種 異様な 唸る 音が 聴え はじめた ので あつ 



手 短 かに これ を 報告した。 

「そうか、 遂に 発見され たか。 うん、 そいつ は 素 晴ら 

しい。 それでこそ、 日本人の 名 を あげる ことが 出来る 

さっそく 

ぞ。 じ やそれ を 持って、 早速 ずらかろう」 

ほうい じん 

「大丈夫 か、 外から 狙って いる 奴等の 包囲 陣を 突破す 

る ， ，- と は 」 

「な あに、 突破し ようと 思えば、 いつでも 突破で きる 

の だ。 只、 君が 仕事の 終る の を 待って いただけ だ。 か 

ねて 逃げ路の 研究 もして おいた から、 安心し ろ」 

私 は 白木の ことば を 聞いて、 大安 心 をした。 そして 

早速 宝物の 音盤と、 謎 を 解く 音叉 を、 紙に 包んだ。 
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